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UiPath 導入事例 ／サービス業

日本リック株式会社

お客様概要 :日本リック株式会社は、企業の人事戦
略をサポートする「総合人材サービス事業」、介護サー
ビス事業「日本リックケアステーション」、お仕事をお探
しの方への求人検索サイト「マイキャリア」の運営で、
多彩なライフワークの実現を目指していきます。

https://www.nipponrick.co.jp/
所在地：東京都千代田区飯田橋4-8-13 
          タカラビル    
業種： サービス業

 【 課題 】
人材リソースの有効活用、
コア業務へのリソース転換　
　日本リック株式会社は1984年の創
業以来人を通して社会に役立つ会社を
目指し、人材サービス事業、福祉介護
事業と事業領域を拡大している。近年
では人材派遣・人材紹介に関連した事
業だけでなく、データセンター事業、
新規顧客開拓営業、イベント運営など
多彩なBPOサービスを手がけている。
同社では働き改革の流れもあり、人手
を介さずに済む業務はできるだけシス
テムで代用したいと考えていた。その
結果、浮いたリソースをコア業務に振
り向けることができないかと検討して
いたという。そのことについて、総務
部 部長 引野 隆之氏は次のように語っ
た。「浮いたリソースについては新た
な事業展開や営業活動に注力するなど
さまざまな活用方法があると思います。
そう考えたとき、その解決方法の一つ
としてRPAの導入があるのではないか
と考えました」
　同社がRPAを知るきっかけとなった
のは、RPAというテクノロジーに注目
が集まり始めた2017年のことだった。
当時、RPAはまだ浸透していないもの
の、注目のテクノロジーとしてRPAに
関する展示会・イベントが各所で開か
れはじめており、その頃に人材サービ
ス部門の担当者がRPAの展示会に足を
運ぶ機会があり、RPAの凄さを総務部
に対して伝えることが多かったという。
そこで2018年秋頃から、RPA導入に

用意されていました」（安原氏）
　PoCで試したのは、総務部門で行っ
ていた次のような業務だった。WEB

サービスの中からフィルタをかけZIP

データをダウンロードしそれを解凍。
その中にある指定された特定のPDF

ファイルを1回開き、パスワードを付
与して保存し直すという作業である。
しかしそのPoCは当初はうまくいかな
かったという。
「もう少しシンプルな作業からスター
トすれば良かったのかもしれませんが、
最初はすんなりとは動いてくれません
でした。そこでこれもWEB上の情報
などを独学で参照することでトライ＆
エラーを繰り返しましたが、一人で解
決へと導くことができました」（安原氏）
　こうしてUiPathの実効性や効果を確
認できたことで、2018年の年末には
本格導入を果たした。そして2019年
から社内の各事業部でRPAが展開でき
そうなメンバーを募り、「UiPathアカ
デミー」を活用したRPAの勉強会を定
期的に開催している。現在では定常業
務だけではなく、アドホック業務も含
めてRPA化し、約15業務をRPAで動
かしているという。

 【 導入効果 】
 単純業務から開放による
ストレスからの解放　
　RPAを導入してからまもなく1年間
が経とうとしている日本リックである
が、RPA導入による削減効果の数値目
標は立てていないという。

向けて本格的に動くこととなった。

 【 ソリューション 】
「UiPathアカデミー」を活用して
独学でPoCを実施
　RPAの導入を進める上でまず製品選
定が行われたのだが、選定から社内へ
の展開までを担当した総務部  社内シ
ステム担当 リーダー 安原 哲也氏は
RPAツールの選定理由について次のよ
うに説明した。「RPAツール選定にあ
たって、いくつかデモを見せていただ
き、当社のシステムでうまく稼働する
のかどうかという観点から比較してい
きました。なかでも当社の基幹システ
ムとの親和性がもっとも高かったのが
UiPathでした。また、インターフェイ
スの分かり易さも導入の決め手の一つ
でした」
　そしてUiPathのRPAを採用するこ
とになった同社は、2018年11月から
PoC（Proof of Concept：概 念 実 証）
を開始した。このPoCに際しては、安
原氏が独学で学んで実行していったと
いう。「当時のUiPathは日本語に対応
したバージョンの2018.3のリリース直
後で、英語表示というハードルが無く
なったのには助けられました。PoCに
ついては、わからないところは無料で
RPAを学べるオンライン学習サービス
『UiPathアカデミー』で基礎を学び、
分からないところはWEB上で調べる
などすべて独学で完結できました。
UiPathはオンライン上に情報が溢れて
いるので独学でも学習しやすい環境が

日本リック株式会社は「総合人材サービス」「介護事業」を主事業とする総合人材サービ
ス企業だ。人材を中心にビジネスを展開しているため人手を介さずに済むような業務
はできるだけシステムで代用し、そこで浮いたリソースはコア業務に割きたいと考え、
RPAの導入に至った。その導入目的を「業務時間の削減」よりも「RPAによって浮いた
時間をコア業務にシフトさせること」を主眼とした、日本リックのRPA導入による効果
や将来への展望について紹介する。
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「RPAによる業務の削減効果は現在、
年間で100時間程度ですがまだ細かく
計測してはいません。というのも、
RPA導入の目的が『業務時間の削減』
ではなく『RPAによって浮いた時間を
コア業務にシフトさせること』を主眼
にしているからです。そのため、費用
対効果を考えたガチガチな数値を削減
目標としていないのです」（引野氏）。
ロボットが稼働している時間は、その
担当者は別の業務に当たることができ
るので「ロボット稼働時間＝業務削減
時間」となる。しかしそれだけでなく、
単純業務から開放されることによるメ
ンタル的な要素も大きいと安原氏は話す。
「単純作業の場合、10分、15分程度で
処理できる業務だとしても『面倒だか
らやりたくない…』『またあの作業か…』
という考えに陥りがちです。しかし、
このような憂鬱な単純作業も『ロボッ
トが終わらせている』と考えると精神
的に良い効果を得られるでしょう。
RPAはメンタル面の効果もあると思い
ます」
「自分たちの業務は自分たちでRPA化
しよう」というコンセプトを掲げてい
る同社。当面の目標としては「簡単な
業務でも良いので各事業部の担当者が
自分の業務のワークフローを作成でき
るようになること」だという安原氏は
続けて次のように話す。「ただ、ワー
クフローを作成する人と、業務の切り
分けができる人と、実際に業務をして
いる人がバラバラのケースもあります。
その場合は実際に業務をしている人を
呼んで横に座ってもらい、その場でワー
クフローを作成するようにしています」

フローを作成したからロボットを増やし
てほしい』という声が自発的に上がって
くることを期待しています。将来的には
ロボットが増えることで、ロボットを一
元管理する『UiPath Orchestrator』が必
要になるくらいRPAが浸透してくれる
といいなと思っています」（安原氏）
　日本リックは、ホビー用途が主体だっ
た1980年代初頭のPCにいち早く目を付
けた創業者が起業した会社である。その
ため、RPAのような新しい技術は本来、
会社として率先して取り組んでいっても
おかしくない。「もう少し皆がRPAに関
心を寄せてもらい、『自分でもワークフ
ローを作成したい』『UiPathの外販につ
ながるRPA技術者の育成はできないだ
ろうか』という声が上がってくることを
期待しています」と引野氏は話す。
続けて引野氏は「BPO・アウトソーシ
ングサービスとしてUiPathを使える人材
をうまく他社でも展開できるようになれ
ば、当社のコア業務である人材サービス
ビジネスにも貢献できるのではないかと
考えています」と日本リックにおける
RPAの将来像について語った。

RPA化する業務についてのヒアリング
シートを記入してもらうとなると、そ
こに時間がかかってしまい出来上がっ
てくるまでに日数を要することも多く
なる。そこで「これから2時間空けて
くれない？」とお願いし、その場でワー
クフローを作成しているという。また
話しながら行うことで、見えなかった
無駄や業務改善にもつながっていると
安原氏は説明する。

 【 今後の展望 】
UiPathの外販につながる
RPA技術者の育成に期待
　日本リックでは現在、開発用の「UiPath 

Studio」と 実 行 ロ ボ ッ ト「UiPath 

Robots」をそれぞれ1台ずつ、スモール
スタートでRPAの導入をしている。
(2019年9月現在) しかし、定期的に稼働
している業務もあるため、そこでRPA

の開発や研修が止まってしまうケースも
発生するようになっているという。「そ
こでまずは、業務自動化を開発するため
のロボットを2台にしたいと考えていま
す。またワークフローを実行するための
ロボットも、各部門サイドから『ワーク

Solution

人手を介さずに済む業務は
できるだけシステムで代用

導入前
導入後

単純業務から開放されることによる
メンタルでの効果

浮いたリソースを
コア業務への転換

RPA技術者の育成がコア業務である   
人材サービスビジネスに貢献
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